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向流クロマトグラフィー分離用隔室チューブ表 題

天然物由来の生理活性物質，タンパク質，糖類などの生体物質，有機合成物質適用製品

向流クロマトグラフィーは充填剤を使用しないため，充填剤との相互作用により吸着，変性してし

まう物質の分離・精製に有用である。高速向流クロマトグラフィー(HSCCC)ではテフロンチューブ

をコイル状に巻き付けて作製したカラムが分離に使用されるが，本発明の向流クロマトグラフィー

分離用隔室チューブは，通常用いられる市販のテフロンチューブと比較して分離効率を向上さ

せることができ，より分離効率の良いHSCCCを提供する。

目 的

分離効率の改善には，試料物質の固定相と移動相との間における分配効率を上げるこ

とが必要である。そのためには，固定相溶媒の一定量以上のカラム内への保持と，固定

相と移動相の接触面積の拡大のための攪拌，移動相の移動のための分相を速やかに

かつ多数回行うことが要求される。

本発明は，コイル状カラム内での二液相の攪拌の拡大を目的として市販テフロンチュー

ブに止血かん子で等間隔に狭窄部を作り隔室を形成し，等体積の隔室が多数個連続す

るチューブとしたものである。この隔室チューブで多層コイルを作製し，分離カラムとして

HSCCC装置に装着して水性二相溶媒によるタンパク質分離を行った結果，良好な分離

が達成された。
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